
市立小学校の紹介 草加小学校
創立年月日 明治５年５月１５日

（児童数・学級数は、令和５年５月１日現在） 学級数 校長

児童数 教頭

高砂小学校
創立年月日 昭和２９年４月１日 創立年月日 明治６年４月２６日

学級数 校長 学級数 校長

児童数 教頭 児童数 教頭７７７人 山本　武

樫尾　良輝

　＜教育目標＞
　　　考える子　思いやりのある子　たくましい子
　＜研究主題＞
　　　自分を大切な存在だと思える児童・生徒の育成
　　　　～一人ひとりの考えや活動のよさを認め合い、
                              表現力を育む教育活動の展開を通して～
　＜重点教科等＞
　　　幼保小中を一貫した教育
　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　      未来へはばたけけやきっ子　～夢を育む草加小学校～
　　⑵　取組内容
　　　①　教科等の指導
        ・子どもの実態に即した教育を推進する。
        ・学びの価値を実感できる授業を推進する。
        ・学習指導要領の趣旨に沿った子ども主体の教育を推進する。
        ・０歳～１５歳を見通した教育を一層推進する。
         （草加中学校区委嘱研究の充実～令和６年度まで）
        ・ＩＣＴ機器を活用する能力を一層育成する。
　　　②　生徒指導・教育相談
        ・「あいさつは一生の宝物」を合言葉にする。
        ・いじめ・不登校対策に全力で取り組む。
        ・人との関わりを大切にする。
　　　③　学校行事・教育活動全般
　　　　・「我がふるさと草加小」を実感させる。
　　　　・一人ひとりのよさを見つけ、 褒め、伸ばす。
　　　　・予測困難な未来でも自分らしく生きていける知恵、しなやかでたくましい
　　　　　心と体を育む。
　　　　・感動する心、生きる喜びを実感させる。
　　⑶　成果
　　　○基礎学力の定着
　　　○児童の体力向上（体力テスト結果続伸）
　　　○道徳学習の充実化（家庭と学校が一体となった豊かな心の育成）
　　　○１５１周年目の伝統校として、家庭・学校・地域が一体となり、児童の
　　　　生きる力の育成が着実にられている。
　　　○児童が夢（目標）をもって学習できるよう、教職員が熱心に取り組んでいる。

新田小学校

石﨑　明子 嶋田　弘之

４０４人

　２４学級

２７学級 １６学級

　＜教育目標＞
　　　あかるく　かしこく　たくましく
　
　＜研究主題＞
　　　「学ぶ喜びを実感する子供の育成」
　　　　　～子どもの問題解決を重視した授業改善～
　
　＜重点教科等＞
　　⑴　幼保小中を一貫した教育
　　⑵　国語科
　
　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　  笑顔・やさしさ・パワーあふれる学校
　　⑵　取組内容
　　　①　学力向上
　　　　・国語科を中心とした校内研修の充実
　　　　・教員同士による授業参観DAY
　　　②　交流活動の推進
　　　　・定期的な交流（近隣保育園等、瀬崎中学校）
　　　　・交流給食　親子学校見学会等
　　　③　健康・体力の維持・増進
　　　　・すくすく委員会（学校保健・安全委員会）の実施
　　　　・さわやかタイムの実施（なわとび・朝マラソン）
　　　④　読書活動の推進
　　　　・図書ボランティアによる読み聞かせ・本の貸し出し
　　　　・年間読書冊数多読者への表彰
　　　　・学校図書館内の表示・掲示物の充実
　　⑶　成果
　　　〇徐々にできることが増え、自己肯定感が高まった。
　　　○読書を推進する取組の充実により、図書の貸出数が増加し、読書に親しむ
　　　　児童が増えた。

　＜教育目標＞
　　　よく学ぶ子　思いやりのある子　たくましい子

　＜研究主題＞
　　　探究心・共生心・自律心をはぐくむ幼保小中一貫教育の実践
　～自他とのかかわりを通して、自己の生き方について考えを深める児童の育成～

　＜重点教科等＞
　　　読書活動の推進（国語）

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　  『新田共育』見つめ・求め・歩む学校
　　⑵　取り組み内容
　　　①人間性豊かで、丈夫な体と強い意志を持ち、社会の変化に柔軟に対応でき
　　　　る「生きる力」を育成する。
　　　②「生きる力」の基盤となる『自己肯定感・自己有用感』の高揚を図る。
　　　③一人一人の児童が目標に向け主体的に取り組む教育の一層の充実を図る。
　　　④教職員一人一人が研修に励み、組織の一員として日々の教育活動を推進
　　　　していく。
　　　⑤学校・家庭・地域が目標や課題、方策を共有して日々の教育活動を推進
　　　　していく。
　　　⑥望ましい伝統を継承しながら、新たな時代や社会の要請に応える。
　　⑶　成果
　　　〇児童の思いや願いを生かすことで、「探究心・共生心・自律心」の高まり
　　　　につなげている。
　　　〇ＨＰやメールシステム等を活用し、地域や保護者と情報を共有しながら、
　　　　学校の取り組みを行っている。
　　　〇「主体的・対話的」で深い学びを実現した授業を展開することで、児童の
　　　　学びを充実させることができている。
　　　〇読書に意欲的に取り組む児童が増えている。

小松　薫樹

吉田　佳恭

　　７１８人

学校紹介の内容

＜教育目標＞

＜研究主題＞

＜重点教科等＞
＜特色ある学校づくりへの取組＞
⑴ キャッチフレーズ

⑵ 取組内容
⑶ 成果

など
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谷塚小学校 栄小学校
創立年月日 明治６年１月２５日 創立年月日

学級数 校長 学級数 校長

児童数 教頭 児童数 教頭

川柳小学校 瀬崎小学校
創立年月日 明治６年１月１５日 創立年月日

学級数 校長 学級数 校長

児童数 教頭 児童数 教頭

　＜教育目標＞
　　　かしこく　なかよく　たくましく

　＜研究主題＞
　　　学ぶ喜びを味わわせる国語科授業の創造
　　　　　　～　文学的な文章の指導における　つけたい力の明確化　～

　＜重点教科等＞
　　　国語科

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　１　キャッチフレーズ
　　　子どもたち一人ひとりを大切にし、笑顔と夢あふれる川柳小
　２　取組内容
　　⑴　学力・体力の向上
　　　①　校内課題研修の推進（国語）
　　　②　読解力、表現力を高める朝学習（国語・算数）
　　　③　読書活動の推進（朝読書、読み聞かせ、並行読書の実施等）
　　　④　全校業前運動による体力向上（朝マラソン、朝なわとび）
　　　⑤　家庭学習の充実（家庭学習の手引き作成・活用）
　　⑵　安心・安全な学校環境づくり
　　　①　防犯対策の徹底（不審者対応訓練等）
　　　②　防災対策の徹底（児童の安全意識を高める避難訓練の実施等）
　　⑶　心の教育の推進・充実
　　　①　考え議論する道徳授業の実践
　　　②　特別活動を中心とした異学年交流
　　　　（川っ子友だち班遊び、1年生を迎える会等）
　　　③　豊かな心を育む体験活動の充実
　　⑷　幼保小中を一貫した教育の推進
　　　①　青柳中学校との連携（中学校体育科教員の乗り入れ授業）
　　　②　地域の幼稚園、保育園との連携（授業参観等の交流）
　　⑸　地域との連携
　　　①　学校応援団による教育活動の充実（ミシン学習支援、下校時の見守り）
　　　②　学校運営協議会制度による学校教育の活性化
　３　成果
　　〇　学力向上の取組における読解力の向上
　　〇　安全・安心な学校環境づくりにおける安全意識の向上

　＜教育目標＞
　　　心豊かで　たくましい子

　＜研究主題＞
　　　未来を創る「探究心」のある児童の育成
　　　　～カリキュラムマネジメントを通した｢ＳＤＧｓ｣の探究～

　＜重点教科等＞
　　　総合的な学習の時間

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　１　キャッチフレーズ
　　　　まなびいっぱい たくましさいっぱい やさしさいっぱい
　　２　取組内容
　　　⑴　令和４・５年度　埼玉県教育委員会委嘱「授業時数弾力化
        に係るモデル校」に指定
　　　⑵　令和５年度　文部科学省委嘱「授業時数特例校」に指定
　　　⑶　総合的な学習の時間を軸に教科横断的なカリキュラム・
        マネジメントを実践
　　　⑷　ＳＤＧｓをテーマとした探究的な学習を研究実践
　　　⑸　けん玉奨励校
　　　　（けん玉教室の実施、各教室に設置、保育園との交流）
　　３　成果
　　　○　授業時数の弾力化による総合的な学習の時間数の確保に
       より、体験活動の充実
　　　○　探究的な学習の実践により、主体的・対話的で深い学びの
        実践
　　　○　ＳＤＧｓ浸透による「誰一人取り残さなさい教育」の推進
　　　○　けん玉実践による体力向上

　＜教育目標＞
　　　よく考える子　　思いやりのある子
　　　　　　　　ねばり強い子  　体をきたえる子
　＜研究主題＞
　　　「互いに学び合い、認め合い、高め合う子どもの育成」
　＜重点教科等＞
　　　幼保小中を一貫とした教育
　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　一人ひとりを大切にし、さわやかで、活気あふれ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　それぞれの笑顔がかがやく学校
　　⑵　取組内容
　　　①　学級・学年経営の充実
　　　　・魅力ある学級づくり　・常に一歩前進を目指した学級、学年経営
　　　②　学習指導の充実
　　　　・栄小スタンダードの充実と発展　・魅力ある授業の充実
      　・読書活動の推進　・家庭学習の充実
　　　③　豊かな心を育む指導の充実
　　　　・道徳教育の充実　・人権教育の推進　・特別活動の充実
　　　　・「いのちの大切さ」を実感する教育の推進
　　　④　健康な体づくりの推進
　　　　・体力向上の推進　・健康の保持増進に係る指導の充実
　　　⑤　生徒指導の充実
　　　　・積極的、組織的な生徒指導の推進
　　　　・いじめの撲滅、不登校の解消　・教育相談の充実
　　　⑥　開かれた学校づくりの推進
　　　　・地域・家庭との連携の強化　　・コミュニティースクールの充実
　　　　・幼保小中を一貫した教育の推進（ふるさと草加の取組）
　　　⑦　特別支援教育の推進
　  　　・交流教育の充実　・関係諸機関との連携
　　⑶　成果
　　　○図画工作科の研修に取り組み、教師の指導力が向上し、児童の表現
　　　　能力等を高めることができた。
　　　○幼保小中を一貫とした教育の取組や学校運営協議会の実施により、
　　　　学校・家庭・地域が一体となった教育を推進することができた。

２１学級

　＜教育目標＞
　　　やさしく　つよく　かしこく

　＜研究主題＞
　　　共に学び合い　認め合い　高め合う　子どもの育成
　　　　～自己肯定感・自己有用感を高める取組を柱として～

　＜重点教科等＞
　　　国語科

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
        ふるさと ふれあい 谷塚小
　　⑵　取組内容
　　　①「主体的・対話的で深い学び」の研究「幼保小中を一貫した教育」
　　　②複合施設としての利点を活かした教育活動の推進
　　　　・施設の活用（クラブ活動・学校行事）
　　　　・地域人材の活用（世代間交流・ロビーコンサート・茶道教室等）
　　　③地域・商店街との連携
　　　　・町会への協力「七夕かざり」、祭りのパトロール等
　　　　・図書ボランティアによる読み聞かせ、学校図書館の環境整備
　　　④「８が付く日は谷塚の日」のあいさつ運動
　　　　・代表委員と谷塚中学校生徒会、青少年育成推進委員による
　　　⑤コミュニティースクール（学校運営協議会）　５年目
　　　⑥チャージタイム・ロング昼休み
　　　　・火曜日のチャージタイム（お昼寝）による５校時目の状況
　　　　・木曜日のロング昼休みの効果的な活用
　　　⑦リーバーによる学校と家庭の連携
　　　　・電話対応時間の変更（８～１７時）で家庭への連絡を「リーバー」で
　　　　　行う。
　　⑶　成果
　　　〇元気な挨拶を交わし、学校大好きな児童が増加。
　　　〇家庭・地域力を生かした特色ある教育活動の充実。
　　　〇ＩＣＴの積極的な活用による授業力の向上。

５４７人

藍原　正明

蘇武　敏行

村田　隆一

関　　敬之

長谷川　淳 ５５１人

６５３人

谷口　慎一

昭和３８年４月１日

昭和４２年４月１日

菅野　光三

６５１人

奥村　勇

２３学級 ２３学級

２３学級
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西町小学校 新里小学校
創立年月日 昭和４２年４月１日 創立年月日 昭和４５年４月１日

学級数 校長 学級数 校長

児童数 教頭 児童数 教頭

花栗南小学校 八幡小学校
創立年月日 昭和４７年４月１日 創立年月日 昭和４８年４月１日

学級数 校長 学級数 校長

児童数 教頭 児童数 教頭

　＜教育目標＞
　　　考える子　思いやりのある子　体をきたえる子

　＜研究主題＞
　　　自ら考えを深め、よりよく学びあう子どもの育成
　　　　　　　　　　　　～ 学級力・授業力の向上を目指して ～
　＜重点教科等＞
　　　算数科

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　あいさつじまん　どくしょじまん　そうじじまん
　　⑵　取組内容
　　　①　一人ひとりの個に応じた教育の推進と確かな学力と生きる力の育成
　　　　・学びは子どもの夢と希望の中核
　　　②　心潤う生徒指導による豊かな心の育成
　　　　・一人ひとりが「かけがえのない存在」
　　　③　人権を大切にする教育の推進
　　　　・自然に笑顔になれること・人も自分も幸せであること
　　　　・夢や希望がある未来があること
　　　④　体育的活動の充実と体力の向上の推進
　　　　・児童一人ひとりの課題に応じた取組に重点を置き、総合的な体力の
　　　　　向上を図る
　　　⑤　安全・安心で美しく潤いのある教育環境の整備
　　　　・命、安全を守るため、安全管理や指導の徹底を図る。
　　　⑥　地域との連携の強い本校の特色を継承した、地域から愛され信頼を
　　　　　深める特色ある学校づくりの推進
　　　　・家庭・地域・関係機関等と一体となった教育を推進する。
　　⑶　成果
　　　○　花栗中学校区の学校の連携を充実させたことで、幼保小中を
　　　　一貫した教育の体制が整備された。
　　　○　地域の方と一緒に取り組んでいる朝のあいさつ運動等により、
　　　　さわやかなあいさつが定着している。
　　　○　家庭・学校・地域が一体となった教育を推進し、児童の生きる力の
　　　　育成が図られた。

　＜教育目標＞
　　　勉強する子　良い子　強い子

　＜研究主題＞
　　　自己肯定感・自己有用感を育む授業づくり
　　　　　～わかる・できる・楽しいと児童生徒が
　　　　　　　　　　　　　　　　実感できる授業を通して～
　＜重点教科等＞
　　　算数・体育・特別活動

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　子どもたちがよさや可能性を発揮できる八幡小
　　⑵　取組内容
　　　①　「やる気で勉強」
　　　　・個に応じた教育の推進と確かな学力の育成
　　　　・ＧＩＧＡスクール構想の推進
　　　　・地域に誇れる学校づくり
　　　②　「はっきりあいさつ」
　　　　・心潤う生徒指導による豊かな心の育成
　　　　・人権を大切にする教育の推進
　　　③　「たくさん運動」
　　　　・体力的活動の充実と体力の向上
　　　　・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策
　　　　・安全安心で美しく潤いのある教育環境の整備
　　　④　「生きる力を共に教え育てる学校・家庭・地域の絆」
　　　　・PTAとの連携・地域連携・世代間交流・異校種間の連携
　　⑶　成果
　　　○　児童の主体的で対話的な活動を重視した授業を展開したことで、
　　　　児童の表現力が向上し、意欲的に学習する児童が増えてきている。
　　　○　校内研修や読書活動を推進したことの成果が表れ、児童の読む力が
　　　　定着してきている。
　　　○　学校運営協議会を活用し、ＰＴＡや地域の各町会、市役所とも連携を
　　　　図りながら、防災教育の視点で新たな形のやはた祭を開催することが
　　　　できた。

　＜教育目標＞
　　　よく考え 工夫する子
　　　　　　心豊かで 思いやりのある子
　　　　　　　　　たくましく ねばり強い子

　＜研究主題＞
　　　自分を大切な存在だと思える児童・生徒の育成
　　　～一人ひとりの考えや活動のよさを認め合い、
　　　　　　　　　　表現力を育む教育活動の展開を通して～

　＜重点教科等＞
　　⑴　幼保小中を一貫した教育の推進
　　⑵　ＩＣＴの活用
　　⑶　新しい時代に必要とされる資質や能力の育成

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　感動いっぱい　夢いっぱい　みんな生き生き　輝け西町
　　⑵　取組内容
　　　①　標準カリキュラムを活用した１５年間の学びの確立
　　　②　草加中学校区の１５歳の姿を見据えた教育活動の推進
　　　③　デジタル教科書等、ＩＣＴの積極的・効果的な活用
　　　④　ネットモラル教育の充実
　　　⑤　ＧＩＧＡスクール構想の具現化
　　　⑥　「主体的・対話的で深い学び」を意識した授業改善
　　　⑦　「外国語科・外国語活動」の充実
　　　⑧　プログラミング教育の推進
　　　⑨　読書活動の推進
　　⑶　成果
　　　○全教員で指導方法の工夫・改善に取り組み、児童のプログラミング的
　　　　思考を育むことができた。
　　　○教育活動全体を通じて書くことに重点を置き、思考力・表現力の育成に
　　　　努めた。
　　　○草加中学校教員による乗り入れ授業の計画的実施や、児童同士の交流の
　　　　機会となった草加小学校との共同行事実施により、相互理解を図った。

　＜教育目標＞
　　　かしこく　なかよく  たくましく

　＜研究主題＞
　　　自ら学び　心豊かに　たくましく生きる児童・生徒の育成
　　　　～「わかる・できる」学びと「ともに楽しい」学びの創造～

　＜重点教科等＞
　　　国語科・算数科

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　にっこにこ さわやかあいさつ ともだちいっぱいの新里小
　　⑵　取組内容
　　　①　学力の向上
　　　　・「わかる　できる学び」と「ともに楽しい学び」の充実
　　　　　（個別最適な学びと協動的な学び）
　　　　・家庭学習と読書活動の習慣化
　　　②　豊かな心と規律ある態度の育成
　　　　・「新里小あいうえお」の実践強化
　　　　　（挨拶、いじめ防止、運動、笑顔、勉強）
　　　　・自己指導能力の育成「時を守り、場を清め、例を正す」
　　　③　健康教育の推進
　　　　・体育科・授業外体育活動の充実
　　　　・校内環境美化の推進
　　⑶　成果
　　　○担任が児童個々の学習状況を考慮しながら１年間指導できる
        土台づくり
　　　○自己肯定感・自己有用感を育む活動の充実

鈴木　輝子

佐々木　和寿

柳田　加代

瀧澤　史広

６９３人

２０学級 小林　和美 寺本　博美

２４学級 ２４学級

５２３人

２５学級

早野　裕之 鈴木　克裕

６３７人 ６５０人
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新栄小学校 清門小学校
創立年月日 昭和４９年４月１日 創立年月日

学級数 校長 学級数 校長

児童数 教頭 児童数 教頭

稲荷小学校 氷川小学校
創立年月日 創立年月日 昭和５２年４月１日

学級数 校長 学級数 校長

児童数 教頭 児童数 教頭

岡村　勝成

鈴木　孝夫

　＜教育目標＞
　　　学びあい　助けあって　自分を高める

　＜研究主題＞
　　　主体的・対話的で深い学びの実現
　　　　　～生き生きと自分の考えを伝え合う子をめざして～

　＜重点教科等＞
　　　国語　外国語活動・外国語　特別活動

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　潤いと響き、子どもたち一人一人を
　　　　　　　　　　　　　　大切にするあたたかな学校
　　⑵　取組内容
　　　①　子どもが伸びる学校…確かな学力の育成・豊かな心の育成・健やかな
　　　　体の育成を目指す学校
　　　②　子どもが生き生きと活動する学校…あいさつ、返事、優しい声かけ・
　　　　いじめのない、あってもすぐ解決できる、不登校のない学校
　　　③　保護者・地域と共に歩む学校…コミュニティースクール・
　　　　保護者地域、ＰＴＡ、学校応援団、幼保小との連携する学校
　　　④　教育環境を大切にする学校…教職員の誇りと自覚、安心安全、
　　　　清潔で美しい、花と緑に囲まれた学校
　　⑶　成果
　　　令和３年度、４年度で「主体的、対話的で深い学びの実現」～生き生きと
　　自分の考えを伝え合う子をめざして～を研究主題として、国語科・ＩＣＴ・
　　外国語を中心に研究を進めた。その結果、県学、市学力は平均より高いことを
　　維持でき、表現力については向上した。
　　　コミュニケーション能力や自分の気持ちを伝えることについては未だ苦手な
　　児童が多い。コロナ禍も開けたので、子どもたちの対話や話し合い活動、
　　異学年交流に取り組み、自己肯定感・自己有用感を高める研究を推進していく。

高橋　康子

７８６人

　＜教育目標＞
　　　なかよく　かしこく　たくましく

　＜研究主題＞
　　　夢や希望をもち、学び続ける子どもの育成
　　　　　　　～自己肯定感・自己有用感を育む学級活動の工夫～

　＜重点教科等＞
　　　特別活動

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　『勢い』と『潤い』のある『カラフルな』清門小
　　⑵　取組内容
　　　①「生きる力」のもとになる「徳・知・体」を育成する清門小
　　　　・全教育活動における道徳教育・人権教育・特別支援教育の推進
　　　　・草加っ子の学びを支える授業の５か条の定着
　　　　・清門小スタンダードの定着
　　　　・さわやかタイムによる継続的な体力向上
　　　　　（令和５年度ラジオ体操推進校）
　　　②「安心・安全な清門小」
　　　　・児童の姿が見える校内掲示
　　　　・学校安全の日　通学路・不審者・地震等対応
　　　③「家庭・地域とともにある清門小」
　　　　・学校運営協議会との連携・協働
　　　　・家庭学習チャレンジ週間の推進
　　　　・「ノーテレビ・ノーゲーム・ノースマホデー」の取組
　　⑶　成果
　　　○　一人一人の児童に寄り添い、個に応じた指導をすることにより、
　　　　学力向上が図られた。
　　　○　幼保小中一貫教育で系統的な教育活動が実施できた。
　　　○　地域・家庭・学校が一体となった教育活動が実施できた。

４４４人 伊藤　真由美

　＜教育目標＞
　　　自ら学び　心豊かに　たくましく
　＜研究主題＞
　　　自ら学び、共に高め合う児童生徒の育成
　　　　　自ら学び共に高め合う子の育成
　＜重点教科等＞
　　　全教科
　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　花さく　夢さく　笑顔さく　明日への希望　いなりっ子
　　⑵　取組内容
　　　●児童一人ひとりを大切にする教育の推進
　　　　①学習指導の充実
　　　　②生徒指導の充実
　　　　③豊かな心と体力づくりの充実
　　　　④安心・安全な教育環境の整備・充実
　　　　⑤家庭・地域に根ざした教育の充実
　　　　⑥学年・学級経営の充実
　　　●本年度の重点課題：子供と向き合う学校づくり
　　　　①児童の学力向上
　　　　　・校内研修の充実・活性化
　　　　　・各学力・学習状況調査の検証と改善
　　　　　・松江中学校区幼保小中一貫教育研究の継承　など
　　　　②教職員の「働き方改革」の推進
　　　　　・「明日が楽しみになる職場づくり」の推進
　　　　　・「稲荷小　働き方改革グランドデザイン」の推進
　　　　　・「業務改善提案制度」の実施　　　　など
　　　　③家庭・地域との連携・協働
　　　　　・「よくわかる！稲荷小学校」の作成と配布
　　　　　・「いなりっ子・共育プラン」の作成と配布
　　　　　・学校ホームページの毎日更新
　　⑶　成果
　　　○　学校全体で「草加っ子の学びを支える授業の５か条」を意識した授業改善を
　　　　行ったことで、児童が見通しをもって問題解決的な学習に取り組めるように
　　　　なった。
　　　○　2年間の研修を積み重ねたことで、埼玉県学力・学習状況調査において、
　　　　「学力を伸ばした児童の割合」や「主体的・対話的で深い学びの実施
　　　　（質問紙）」が埼玉県の平均値を上回ることができた。

昭和５２年４月１日

１４学級 ２８学級

昭和５１年４月１日

磯川　剛

野村　真一

３７５人

坂本　拓也

５４３人

中田　順一

　＜教育目標＞
　　　なかよく　かしこく　たくましく

　＜研究主題＞
　　　主体的に学びに向かうための授業改善
　　　　動く～教室を『客席』から『舞台』へ～

　＜重点教科等＞
　　　全教科

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　あたり前の事があたり前にできる
　　⑵　取組内容
　　　①　確かな学力を育む教育の推進
　　　　・全員参加型の対話的な学習活動の推進
　　　　・読書活動の充実（年間35冊以上の取組）
　　　　・タブレット型ＰＣの活用による授業改善
　　　②　豊かな人間性とコミュニケーション力を育む教育の推進
　　　　・あいさつ運動の充実
　　　　・多様な体験活動を通した豊かな心の育成
　　　　・花いっぱい活動(植栽ボランティア)
　　　③　体力向上・健康教育の継続
　　　　・目標を持ち、最後までやり抜く児童の育成
　　　　・むし歯治療、「早寝・早起き・朝ごはん」の啓発
　　⑶　成果
　　　〇　学校行事や授業公開の実施に対して、保護者や地域の方々から高評価を
　　　　得ている。
　　　〇　新栄中学校区統一の取組により、家庭で学習・生活習慣がより定着して
　　　　きている。

１８学級 ２３学級
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八幡北小学校 長栄小学校
創立年月日 昭和５４年４月１日 創立年月日

学級数 校長 学級数 校長

児童数 教頭 児童数 教頭

青柳小学校 小山小学校
創立年月日 創立年月日 昭和５７年４月１日

学級数 校長 学級数 校長

児童数 教頭 児童数 教頭

１８学級

３４３人

昭和５７年４月１日

　＜教育目標＞
　　　なかよく（徳）　かしこく（知）　たくましく（体）

　＜研究主題＞
　　　算数の「筋道を立てて考える力」の育成
　　　　～根拠や推論を基に表現する活動を通して～

　＜重点教科等＞
　　　算数科

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　知・徳・体の調和がとれた笑顔あふれる八幡北小学校
　　⑵　取組内容
　　　①　自分と相手を大切にし、多様な人たちと進んで関わり、感謝
        の心を大切にする児童の育成
　　　②　様々なことに興味をもち、自分の頭で考え、最後まで粘り強
        く取り組む児童の育成
　　　③　自他の生命を尊重し、心身の健康の維持に努め、体を動かす
        ことを楽しむ児童の育成
　　⑶　成果
　　　○「クラスのために登板や係の仕事などを神庭ってできた」と
        答えた児童の割合の増加（R3:86%→R4:96%）
　　　○「丁寧な言葉遣いをしている。」と答えた児童の割合の増加
　　　　（R3:78%→R4:91%）
　　　○「先生方の授業はわかりやすく、一人ひとり丁寧に教えてくれ
        る」と答えた児童の割合の増加（R3:82%→R4:92%)

１４学級

齋藤　智志

昭和５５年４月１日

４６３人

長曽　亜希子

４００人 森田　光信

１６学級須賀　由美

春日　和久

畔上　賀津夫

１６学級

　＜教育目標＞
　　　あ：明るく元気な子　お：思いやりのある子
　　　や：やりとげる子　　ぎ：きたえる子

　＜研究主題＞
　　　自己肯定感・自己有用感を高められる児童生徒の育成
　　　　　～「わかる、できる、楽しい」と
　　　　　　　　　児童生徒が実感できる授業を通して～

　＜重点教科等＞
　　　全教科

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　笑顔で登校　明日を楽しみに下校する青柳小学校
　　　　【笑顔が一番】
　　　　～地域と共に歩む、児童一人ひとりの笑顔を大切にした信頼される学校～
　　⑵　取組内容
　　　①　学力向上（やりとげる子）
　　　　・専科教員による専門性の高い教科指導の実施
　　　　・高学年一部教科担任制による指導の実施
　　　　・国語タイム、算数タイム、読書タイムの年間実施
　　　②　体力向上（きたえる子）
　　　　・校内実技研修会等の実施による教員の指導力向上
　　　　・やぎっ子タイム（ロング昼休み）を活用した外遊びの奨励
　　　③　豊かな心（思いやりのある子）
　　　　・道徳教育の充実　　　　・特別支援教育の推進
　　　　・規律ある態度の育成　　・特別活動の充実
　　⑶　成果
　　　○青柳小授業スタンダードの活用により、教員の指導力向上及び児童の
　　　　学力向上が図られつつある。
　　　〇「振り返り」を重視した授業を実施することで、次時の学習への
　　　　興味関心が高まりつつある。

　＜教育目標＞
　　　進んで学ぶ子 思いやりのある子 体をきたえる子 ねばり強い子
　＜研究主題＞
　　　自ら考えを深め、よりよく学びあう子どもの育成
　 　 　　～学級力・授業力の向上を目指して～
　＜重点教科等＞
　　　特別の教科　道徳　　　外国語科・外国語活動
　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　　｢笑顔いっぱい｣の夢ふくらむ学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　～地域と共にある学校づくり～
　　　⑵　取組内容
　　　　①　進んで学ぶ子
　　　　　・授業５か条の定着　　　　　・挨拶、返事、姿勢（腰立て）
　　　　　・授業の約束の指導徹底　　　・外国語教育の充実
　　　　　・読書活動の充実　　　　　　・ICTを活用した授業づくりの充実
　　　　　・はなまる学習コーナーの充実
　　　　②　思いやりのある子
　　　　　・道徳教育の発展・深化　　　・ハートの日の活用
　　　　　・いじめ防止基本方針の推進　・言語指導の充実
　　　　　・ていねいな言葉づかい　　　・スマイルタイム（学級力向上）の充実
　　　　③　体をきたえる子
　　　　　・走力、跳力の向上　　　　　・運動量豊富な体育授業の実践
　　　　　・外遊びの励行　　　　　　　・早寝早起き朝ごはんの励行
　　　　　・学校保健、食育指導の充実
　　　　④　ねばり強い子
　　　　　・日常的な成功体験の推進　　・５つの「します」の徹底指導
　　　　　・勇気づけ、見届けの徹底　　・児童理解と個に応じた支援
　　　　　・あたたかい言葉かけ
　　⑶　成果
　　　〇　令和４年度より学級力（スマイルタイム等の導入）と授業力（道徳科・
　　　　外国語科外国語活動）の向上を研究し、児童一人ひとりの自己肯定感、
　　　　自己有用感を高める実践を積み重ねることができた。
　　　〇　地域・家庭・学校が一体となった教育活動を実践充実を図ることが
　　　　できた。

４２１人 佐々木　紀剛

　＜教育目標＞
　　　よく考える子　思いやりのある子　たくましい子

　＜研究主題＞
　　　学びの生活化・社会化

　＜重点教科等＞
　　　国語を算数を中心とした学力向上　読書活動推進

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　笑顔あふれる長栄っ子
　　⑵　取組内容
　　　①「生きる力」の理念に基づく徳・知・体の総合的な育成
　　　　・豊かな人間性の育成（道徳的実践力を育む道徳教育）
　　　　・確かな学力の育成（考える習慣の定着、学力の素地づくり）
　　　　・健康・体力の保持増進（生命の尊重･感染予防･食育･安全と体力向上）
　　　②　幼保小中を一貫した教育課程
　　　　・幼保小接続と小中一貫（スタートカリキュラム、「学ぼう!ふるさと
　　　　　草加」の実践、乗り入れ授業等の実践）
　　　③　『主体的・対話的で深い学び』の実現
　　　　・児童理解（特別支援教育を含む）に基づく学級経営
　　　　・自己の変容の気付き、見通しとふりかえりのある授業実践
　　　　・ＩＣＴの効果的な利活用
　　　④　読書活動推進プランの取組
　　　　・家庭・地域との連携や教科等と関連させた読書活動の充実
　　　　・学校図書館の整備
　　　⑤　カリキュラム・マネジメントの実施
　　　　・各種調査と幼保中特との連携及び家庭・地域（学校運営協議会）との
　　　　　連携による子どもの育ちの把握・改善・見届け
　　⑶　成果
　　　○　新田中学校区の目指す１５歳の姿について、園、学校・家庭・地域で
　　　　共通理解を図り、さまざまな取組を行うことができた。
　　　○　総合的な学習の時間の年間指導計画を見直し、教科横断的な学習や、
　　　　外部人材を活用した授業づくりを推進することができた。

土屋　貴一
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両新田小学校 松原小学校
創立年月日 昭和５７年４月１日 創立年月日 平成２１年４月１日

学級数 校長 学級数 校長

児童数 教頭 児童数 教頭

　＜学校教育目標＞
　　　進んで学ぶ子　やさしい子　たくましい子
　
　＜研究主題＞
　　　自ら学び　心豊かに　たくましく生きる児童・生徒の育成
　　　　～「わかる・できる」学びと「ともに楽しい」学びの創造～
　
　＜重点教科等＞
　　　算数科　図画工作科　特別支援教育
　
　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　スローガン
　　　　学ぶ子われら 光る子われら 笑顔かがやけ 両新田小
　　⑵　取組内容
　　　①　学習指導の充実
　　　　・算数科・図画工作科における基礎基本の定着を目指した授業改善
　　　　・「協働的な学習」「個別最適な学び」の推進
　　　　・授業規律の確立
　　　　・ＩＣＴ機器を有効活用した授業実践
　　　②　幼保小中を一貫した教育の推進
　　　　・目指す子ども像の共有・実現
　　　　・自己肯定感・自己有用感の育成
　　　　・乗り入れ授業の充実
　　　③　安全・安心で開かれた学校づくり
　　　　・家庭、地域・関係機関との連携の充実
　　　　・ＨＰの有効活用
　　　④　生徒指導・教育相談
　　　　・特別支援教育の充実・積極的・組織的な生徒指導
　　　　・教育相談の充実（スクールカウンセラーや関係機関との連携）
　　　　・問題行動、いじめの未然防止、早期発見・早期対応
　　　⑤　豊かな心の育成
　　　　・道徳教育の充実、人権教育の充実、特別活動の充実
　　　⑥　健康でたくましい児童の育成
　　　　・体育科授業と体育的諸活動の工夫と充実
　　　　・歯磨き指導の充実（フッ化物洗口実施予定）
　　⑶　成果
　　　　両新田中学校区における研究を推進することで、授業改善が行われている。
　　　その結果、自己肯定感・自己有用感を高め授業や自主学習に積極的に取り
　　　組む児童が増えた。

　＜教育目標＞
　　　心身ともに健康で、自ら学ぶ子

　＜研究主題＞
　　『主体的に学び、自身の学力に結び付ける児童の育成』
　　　　～学習意欲を持たせ、確かな学力に結び付ける授業づくり～

　＜重点教科等＞
　　　国語科、算数科を中心とした学力向上を重点とした研究

　＜特色ある学校づくりへの取組＞
　　⑴　キャッチフレーズ
　　　　やさしさと　笑顔でつなぐ　松原っ子
　　⑵　取り組み内容
　　　①　学習活動の充実
　　　　・『松原タイム』の効果的な活用による「自身の学力」
         「学習意欲」の積み上げ
　　　　・学校図書館・タブレット端末の活用の推進
　　　②　健康な体づくりの推進
　　　　・業間持久走・業間なわとびの継続、充実による体力向上
　　　③　季節や自然を感じる俳句づくり
　　　　・四季の移り変わりや日常生活の中の景色の美しさを感じる俳
          句づくり
　　　④　幼保小中を一貫した教育の推進
　　　　・スタートカリキュラムの共有
　　　　・時季に合わせた合わせた『幼保小中一貫だより』の発行
　　⑶　成果
　　　○　読書活動とタイアップした学習、タブレット端末を積極的に
        活用した学習などに取り組ませることにより、学習に見通しを
        持ち、自力解決に結びつける児童が増えた。
　　　○　栄中学校、栄小学校、近隣幼稚園・保育園と情報交換や協議
        を行うことにより、基本的な生活のルールや系統性を意識した
        カリキュラムの実践等を推進することができた。

佐藤　勇

４４４人 撰　郁子 赤坂　佳美

帆玉　敬一

４１８人

１８学級 １７学級
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